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尊
い
犠
牲
に
誓
う
平
和
の
実
現

―
南
丹
市
戦
没
者
追
悼
式
―

　

10
月
19
日
、
美
山
文
化
ホ
ー
ル
で
平

成
22
年
度
南
丹
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙

行
。
遺
族
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
列
し
、

先
の
大
戦
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
南

丹
市
出
身
者
の
英
霊
１
，
８
８
６
柱
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
南
丹
市
遺

族
会
を
代
表
し
て
杉
尾
輝
和
副
会
長
は

「
今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
ご
英
霊
の
犠

牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
恒
久
平
和

の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
」
と
清
水
隆
会

長
の
追
悼
の
こ
と
ば
を
代
読
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
列
者
全
員
が
献
花
を

行
い
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

▲代表で協定書に署名する㈱井筒八ツ橋本舗津田社長（左）と
　佐々木市長（右）

▲受賞者（前列中央３者と後列２者）と理事者

▲各企業・団体の出席者と理事者

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
い
ざ
と
い
う
時
の
被
災
者
支
援

企
業
・
団
体
と
連
携
し
て
実
施

―
物
資
供
給
協
定
書
合
同
調
印
式
―

 

「
南
丹
市
大
規
模
災
害
時
等
に
お
け
る

物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印

式
を
８
月
31
日
、
市
役
所
で
行
い
、
市

と
市
内
で
操
業
す
る
13
の
企
業
・
団
体

が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
、
大
規
模
災
害
時
な
ど
に
各
企
業
・

団
体
が
市
の
要
請
に
応
じ
て
、
取
り
扱

う
食
料
品
や
生
活
用
品
な
ど
の
物
品
を

市
に
供
給
す
る
も
の
で
、
代
金
な
ど
は

市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。
有
事
の
際
、

迅
速
に
被
災
者
の
支
援
に
あ
た
る
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
各
代
表

者
は
、
「
地
域
密
着
型
の
企
業
を
目
指

し
て
い
る
。
有
事
の
際
は
全
力
で
協
力

し
た
い
」
な
ど
と
市
民
に
と
っ
て
心
強

い
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
が
協
定
を
締
結
し
た
企

業
・
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

協
定
協
賛
企
業
・
団
体

㈱
井
筒
八
ツ
橋
本
舗
、
㈱
Ａ
コ
ー
プ
園

部
、
男
前
豆
腐
店
㈱
、
京
都
農
業
協
同

組
合
、
㈱
湖
池
屋
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ

リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
、
㈱
仙
太
郎
、

㈱
ダ
イ
コ
ー
、
㈱
虎
屋
、
南
丹
市
商
工

会
、
日
本
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
㈱
、

㈱
伏
見
屋
、
㈱
マ
ツ
モ
ト

良
好
な
工
事
模
範
に
技
術
向
上

―
南
丹
市
優
良
建
設
工
事
表
彰
―

　

市
が
発
注
し
、
平
成
21
年
度
に
し
ゅ

ん
工
し
た
工
事
で
、
他
の
模
範
と
な
る

優
れ
た
工
事
を
施
工
し
た
業
者
に
８
月

26
日
、
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
受

賞
者
は
、
株
式
会
社
丹
和
建
設
、
有
限

会
社
西
達
建
設
、
共
栄
工
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
ナ
ガ
モ
ト
、
共
同
建
設
株
式

会
社
の
５
社
。
佐
々
木
市
長
は
「
年
々
、

工
事
成
績
評
定
が
良
く
な
り
、
皆
さ
ん

の
努
力
の
跡
が
伺
え
る
。
今
後
も
建
設

業
界
の
模
範
と
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
、
受
賞
者
は
「
技
術
力
の

向
上
に
努
め
、
安
全
な
工
事
施
工
に
励

み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

▲戦没者をしのんで参列者一人一人が献花
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自
分
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

大
事
に
し
た
い
助
け
合
い
の
心

―
市
共
同
募
金
委
員
会
設
立
委
員
会
―

　

南
丹
市
共
同
募
金
委
員
会
設
立
委
員

会
を
９
月
15
日
、
市
役
所
で
開
催
し
、

区
長
会
や
福
祉
団
体
の
代
表
が
出
席
し

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
共
同
募
金

運
動
の
透
明
性
と
情
報
公
開
、
寄
付
者

の
意
思
を
尊
重
し
た
組
織
づ
く
り
を
目

指
し
て
各
市
町
村
で
設
立
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
南
丹
市
が
府
内
初
の
設
立
と

な
り
ま
し
た
。
会
長
に
佐
々
木
市
長
を

選
任
し
、
各
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
。

議
事
で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
10

月
）
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
（
12
月
）

の
一
括
実
施
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
道
完
成
で
行
き
止
ま
り
解
消

―
志
和
賀
―
新
堂
間
道
路
開
通
―

　

９
月
１
日
、
日
吉
町
志
和
賀
と
園
部

町
新
堂
を
結
ぶ
農
業
用
道
路
園
部
日
吉

線
２
工
区
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、
志
和

賀
区
主
催
の
交
通
安
全
祈
願
祭
と
開
通

祝
賀
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
区

民
と
事
業
主
体
で
あ
る
（
独
）
森
林
総

合
研
究
所
な
ど
の
関
係
者
合
わ
せ
て
お

よ
そ
70
人
が
出
席
す
る
な
か
、
厳
か
に

安
全
祈
願
を
行
っ
た
後
、
開
通
区
間
の

通
り
初
め
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
船

越
嘉
次
区
長
は
「
念
願
で
あ
っ
た
道
路

が
完
成
し
便
利
に
な
る
。
こ
の
道
路
の

開
通
を
区
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

―
第
17
回「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」

　
　
全
国
連
絡
協
議
会
現
地
交
流
会
―

　

10
月
５
日
、「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ

ム
」
全
国
連
絡
協
議
会
の
現
地
交
流
会

が
日
吉
ダ
ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」制
度
は
、

ダ
ム
を
活
用
し
て
自
然
環
境
の
保
全
や

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

国
が
指
定
す
る
も
の
で
、
全
国
各
地
の

指
定
ダ
ム
所
在
地
の
首
長
ら
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ダ
ム
の
特
徴
や
、
ダ
ム
の
施
設
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を
し
た
後
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
ダ
ム
堤
体
内
部
が

見
学
で
き
る
イ
ン
フ
ォ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

視
察
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
南
丹
市
の
魅
力
新
し
い
商
品
に

　
―
商
店
街
活
性
化
の
た
め
の

　
　
　
　
　「
食
の
逸
品
研
究
会
」―

　

地
産
地
消
と
商
店
街
の
活
性
化
を
目

指
す
「
食
の
逸
品
研
究
会
」
を
10
月
５

日
、
京
都
聖
カ
タ
リ
ナ
高
校
で
開
催
。

同
校
フ
ー
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
生

徒
や
市
内
の
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
ら
約

30
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
５
回
開
催

し
、
来
年
２
月
に
各
グ
ル
ー
プ
が
新
商

品
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。「
伏
見
カ

レ
ー
」
の
開
発
に
か
か
わ
っ
た
フ
ー
ド

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
齋
藤
三
映
子
さ

ん
が
「
地
域
の
素
材
と
物
語
性
を
持
た

せ
る
仕
掛
け
が
必
要
」
と
新
商
品
開
発

の
た
め
の
助
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

▲会長に就任しあいさつする佐々木市長

▲通り初めに出発する志和賀区の皆さん

▲インフォギャラリーを見学する出席者

▲酒かす入りの伏見カレーを試食し南丹ブランドの
　イメージを膨らます参加者
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